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最近の地下交通インフラストラクチャー整備には，走行時間短縮や交通事故減少といった従来型の便益

だけなく，交通結節機能，複合施設化，防災，環境，省エネルギー，IoT を駆使した近未来交通といった

新たな価値を期待した事例も増加している．そこで，著者らは，40 事例を超える国内外の交通インフラス

トラクチャー整備の事例を調査し，これらの事例がもたらす付加価値を整理した．その結果，新しい，ま

たは特に注目される付加価値として，景観，観光誘発，防災，環境，エネルギーを示した．さらに，次世

代交通システムに関連する事例を整理し，次世代交通システムが，近未来の移動手段，物流を劇的に変革

し，経済・社会・環境にパラダイムシフトをもたらす可能性を示唆した．次世代交通システムの開発と整

備は，新たな付加価値を創造する戦略的プロジェクトであり，わが国でも産官学が連携し次世代交通シス

テムに関する取り組みをこれまで以上に強化することが望まれる．
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1.  まえがき 

交通インフラストラクチャー整備といえば，地域間 

または拠点間を結んだ人の流れ・物流のネットワークを

構築し，移動の自由度，移動時間の信頼性，速達性， 

利便性を向上させるのが基本である．2015年以降に国が

掲げた「対流促進型国土の形成」，「コンパクト＋  

ネットワーク化」，「超スマート社会 Society5.0 の実現」

という国土・社会づくりの基本構想等の中では，昨今の

AI，IoT，ビッグデータ，ロボットといったキーワード

に代表される科学技術の進展を受けた「持続可能な社会」

と「豊かな国民生活」が意識されており，その実現に 

向けて，交通インフラストラクチャーにもこれまで以上

に利便性，機能性を高めることが期待されている． 
一方，交通インフラストラクチャーの地下化には， 

地上空間の使用制限や地下空間利用の利点を踏まえた 

交通網の整備という主目的と，交通網を地下に設置する

ことによって地上に人が利用できる空間を創り出すとい

う目的があり，これは，例えば老朽化したインフラスト

ラクチャーの整備・再構築や拠点の再開発の際に再三 

議論されてきた点である．また，最近では，仮想の  

サイバー空間上で交通網の構築を検討した上で，実際の

フィジカル空間でその実現を図るという試みもなされ 

つつある． 
以上のように，最近の交通インフラストラクチャー 

整備には，従来の基本概念だけでは捉えられない側面が

ある．そこで，本論文では，最近の交通インフラスト 

ラクチャーの整備や構想を対象に，期待される効果が 

特徴的な事例を調査し整理する．さらに，新規事業の 

有効性や都市の価値を評価する項目と，収集した事例の

付加価値を俯瞰することで，新たな付加価値を創造し 

得る交通インフラストラクチャー整備の可能性や将来像

について考察する． 
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2.  交通インフラストラクチャー整備の評価項目 
 
付加価値について，例えば「付加価値とはある商品や

サービスなどに付け加えられた，他にはない独自の価値」

のように説明される 1)．また，例えば，価値に関しては，

「価値は他の代替案では成し得ない，意味のある限界

（：満足させることが難しい，まだ満たされていない 

要望）を取り除くことによって生まれる」といった説明

がなされることがある 2)．交通インフラストラクチャー

整備の事例調査に先立ち，インフラストラクチャーや 

都市の価値を評価する方法の代表事例として，国土交通

省による新規道路事業評価，森記念財団都市戦略研究所

による日本の都市特性評価，内閣府地方創生推進室に 

よる SDGs （持続可能な開発目標）未来都市プロジェク

トの評価項目の概要を整理する．交通インフラストラク

チャーや都市の価値の評価方法は，都市の魅力や課題を

客観視する際に参考になり，また，都市計画，まちづく

りの上で，交通インフラストラクチャー整備の重要性と

同時に，当該整備によってもたらされる価値や付加価値

を示唆している． 
国土交通省による新規道路事業評価項目を表—1 に 

示す．わが国の道路整備事業では，少なくとも平成 15
年以降，新規事業を採択する際に，計測可能で貨幣価値

に換算できる 3 つの便益の総和，すなわち，走行時間 

短縮便益，走行経費減少便益，交通事故減少便益から 

なる総便益（B）が，整備に要する事業費と維持管理費

からなる総事業費（C）を上回る（B/C>1 である）こと

が重視されている 3)．その一方で，道路整備事業は， 

貨幣換算できる効果のみによって評価されるべきもので

はないことも事実である．国土交通省は，その費用便益

分析マニュアル（平成 30 年）4)の中で，道路整備に多岐

多様な効果があることを認めている．効果として，渋滞

の緩和や交通事故の減少のほか，走行快適性の向上， 

沿道環境の改善，災害時の代替路確保，交流機会の拡大，

新規立地に伴う生産増加や雇用・所得の増大などを挙げ

ている．同表中，事業の影響（渋滞対策；事故対策； 

歩行空間；住民生活；地域経済；災害；環境；地域  

社会），事業の必要性（救助活動等；住民生活；地域 

経済・地域社会），事業の有効性（道路ネットワークの

防災機能）に該当する項目である． 
森記念財団都市戦略研究所では，表-2 に示すように， 

①経済・ビジネス，②研究・開発，③文化・交流，   

④生活・居住，⑤環境，⑥交通・アクセスの 6 つの分野で，

それぞれ指標グループ，指標を設定して，日本の都市特性

評価を実施している 5)．指標グループと交通インフラスト 

ラクチャー整備にも関連すると考えられる指標グループと

指標番号・指標に下線を記して同表に示した．当該指標 

グループとして，「安全・安心」，「環境パフォーマン 

表-1 新規道路事業評価項目参考文献3)を参考に作成 
 

評価項目 

費用便
益分析 

C：総費用 
①事業費 
②維持管理費 

B： 総便益 
Ⅰ.走行時間短縮便益 
Ⅱ.走行経費減少便益 
Ⅲ.交通事故減少便益 

原則，B/C＞1 

事業の
影 響 

自動車や歩行者への影響 Ⅰ. 渋滞対策 Ⅱ. 
事故対策 Ⅲ. 歩行空間 

社会全体への影響 Ⅰ. 住民生活 Ⅱ. 地域経
済 Ⅲ. 災害 Ⅳ. 環境 Ⅴ. 地域社会 

事業実
施環境 

都市計画変更手続き；地元首長からの要望など 

防 災 
機 能 

事業の必要性 Ⅰ. 救助活動等 Ⅱ. 住民生活 
Ⅲ. 地域経済・地域社会 

事業の有効性 Ⅰ. 道路ネットワークの防災 
機能 

事業の効率性 都市計画変更手続きなど 

 
 

表-2 日本の都市特性評価に関連する分野と指標 
注）参考文献 5)に基づき作成 

分野 

指標グループ（ただし，交通インフラ

ストラクチャー整備に関連する指標に

は，指標番号・指標を記す） 

経済・ビジネス 

経済規模；雇用・人材；人材の多様

性；ビジネスの活力；ビジネス環境；

財政 

研究・開発 研究集積；研究開発成果 

文化・交流 
観光ハード資源；観光ソフト資源；受

入環境；交流実績；発信実績 

生活・居住 

安全・安心（42 交通事故死亡者数の

少なさ）；健康・医療；育児・教育；

市民生活・福祉；居住環境；生活利便

施設；生活の余裕度 

環境 

環境パフォーマンス（65CO2排出量の

少なさ；67 再生可能エネルギー自給

率；68EV充電スタンドの多さ）；自然

環境（69 自然環境の満足度；70 都市

地域緑地率；71 水辺の充実度）；快

適性（74空気のきれいさ） 

交通・アクセス 

都市内交通（75公共交通の利便性；76

鉄道駅・バス停密度；交通渋滞の少な

さ）；都市外アクセス（78 航空交通

の利便性；79 高速鉄道の利便性；80

インターチェンジ数）；移動の容易性

（81 都市のコンパクトさ；82 通勤時

間の短さ；83 駅のバリアフリー化

率） 

備考）交通インフラストラクチャー整備に関連する項目に下線 
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ス」，「自然環境」，「快適性」，「都市内交通」， 

「都市外アクセス」，「移動の容易性」を抽出し，当該手

法では，具体の指標を設定して定量的な評価を試みている． 
内閣府地方創生推進室による SDGs （持続可能な開発

目標）未来都市プロジェクトでは，地方創生分野におけ

る日本の「SDGs モデル」の構築を目指し，自治体に 

よる SDGsの達成に向けた優れた取り組みを提案する 29
都市を「SDGs 未来都市」に，さらに特に先導的な取り

組み 10事業を「自治体SDGsモデル事業」として選定し

ている．自治体 SDGs モデル事業の説明資料から，表-3

に，当該事業で実施する施策をキーワード的に抽出した． 

経済，社会，環境の分類で施策を整理しており，表中，

交通インフラストラクチャー整備に関連性が深い施策を

下線で記した．当該事業では，交通，安全，安心，エネ

ルギー，環境といった分野の取り組みが評価され，今後，

具体の検討が実施に移される見込みである． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.  交通インフラストラクチャーの最近の事例と

付加価値に関する考察 
 
新たな付加価値を創造し得ると考えられる最近の交通

インフラストラクチャーの整備や構想を対象に，42  

事例［国内：29 事例，海外 13 事例］を収集した 7)．  

調査にあたっては，地下に特化せずに，広く事例，構想

を収集することとした．一般に，交通インフラストラク

チャー整備がもたらす効果は多岐にわたっており，必ず

しも地下に構築した場合の優位性だけではないこと， 

また，実際には地上のインフラストラクチャーが整備 

対象であったとしても，それが地下に構築された場合に

も同様の効果が期待できることによる． 
一般に，目的を持って計画される交通インフラストラ

クチャ―整備には期待される効果があり，その効果には

当該の整備の完了なしには実現しなかった価値（すなわ

表-3 内閣府地方創生推進室による自治体 SDGs（持続可能な開発目標）モデル事業の概要 
注）参考文献 6)に基づき作成 

自治体・「モデル事業名称」 経済 社会 環境 

北海道ニセコ町・「NISEKO 生活・モデ

ル地区構築事業」 

観光産業；創業；インフ

ラストラクチャー 

住まい；交通（ローカル

スマート交通）；市民参

加 

地域エネルギー（面的地

域熱供給）；環境配慮 

北海道下川町・「SDGs パートナーシッ

プによる良質な暮らし創造実践事業」 

循環型経済；人材確保・

生産性 

住まい；安心（レジリエ

ンス強化他）；人材育成 

脱炭素；ゼロエミッショ

ン 

神奈川県・「SDGs 社会的インパクト評

価実証プロジェクト」 

未病産業；ベンチャー支

援；エネルギー産業 

データ活用；市民参加 再生可能エネルギー（太

陽光発電設備導入拡大；

水素ステーション整備促

進）；省エネ・技術（燃

料電池車・電気自動車導

入拡大他）；温暖化対策 

神奈川県横浜市・「“連携”による横

浜型「大都市モデル」創出事業」 

都心部；みなと（総合港

湾づくり） 

住まい；人づくり 花と緑（豊かな自然環境

と暮らしが共存する都市

づくり）；循環型社会

（低炭素・循環型社会） 

神奈川県鎌倉市・「持続可能な都市経

営「SDGs未来都市かまくら」の創造」 

雇用創出；住まい方/働

き方 

市民自治；健康長寿 連携・共創；交通（ロー

ドプライシング：渋滞対

策） 

富山県富山市・「LRT ネットワークと自

立分散型エネルギーマネジメントの融

合によるコンパクトシティの深化」 

産業；再生可能エネルギ

ー 

まちづくり；交通（LRT

ネットワーク；交通空間

賑わい創出）；福祉 

エネルギー；環境教育；

自然体験 

岡山県真庭市・「永続的発展に向けた

地方分散モデル事業」 

木質資源；農業；観光 人材育成；普及啓発 地域エネルギー（マイク

ロ・小水力発電推進他） 

福岡県北九州市・「地域エネルギー次

世代モデル事業」 

エネルギー；先端技術；

環境産業 

ダイバーシティ；安全

（災害に強いまちづく

り）；コミュニティ 

資源循環（エネルギーや

資源の地域循環）；国際

展開；自然・共生 

長崎県壱岐市・「Industry4.0 を駆使し

たスマート6次産業化モデル構築事業」 

農業；雇用創出；地産地

消 

事前育成，雇用創出；市

民参加 

人材育成；環境教育 

熊本県小国町・「地熱をはじめとする

エネルギー研究・交流拠点」 

地熱資源；森林資源 公正；交通（コミュニテ

ィ交通システム） 

エネルギー（未利用資源

を活用した発電推進）；

低炭素；市民参加 

備考）具体施策をキーワード的に抽出；交通インフラストラクチャー整備に関連する施策を下線で示す． 
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ち，付加価値）が内包されているものと考えられる．そ

こで，収集した個別事例・構想を付加価値の観点から 

整理した．その結果を表-4～表-11に示す． 
2 章に示したようにインフラストラクチャーの整備に

は様々な付加価値が挙げられるが，表中には，これまで

にない新たな付加価値に該当するものとして，観光誘発，

新たな人の流れ・物流・経済活動・新たなライフスタイ

ルの創出，都市景観・地上交通量の低減を取り上げた

（表-4～表-8参照）．それぞれ該当するプロジェクトと

して羽田国際空港への鉄道アクセスの充実， 
リニア中央新幹線，第 2 青函トンネル構想，海底トン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネルで連絡するヘルシンキとタリンのツインシティ構想，

シアトルアラスカンウェイや首都高日本橋周辺の地下化，

さらにヘルシンキの大規模で戦略的な地下開発等が相当

する．これらのプロジェクトは，いずれも大型で，また

リニア中央新幹線のような先端技術を展開することで，

地域社会や市民のライフスタイルに大きな変化をもたら

す点で注目される．また従来以上に都市景観への意識を

高め，都市の将来ビジョンとして地上交通量を低減し，

地上の自然環境を取り戻すといった考え方は，新たな 

付加価値と見なして良い． 
 次に，防災機能が付加されたトンネルや，施設に付随 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

表—4 規模の大きな鉄道による付加価値文献7）を加筆修正 

期待される主な効果（付加価値） 該当事例 

・国際空港へのアクセスの利便性向上 
・東京の国際競争力強化 
・羽田空港の輸送力増強 
・訪日外国人の呼び込み 

・都心と成田空港・羽田空港をつなぐ都心直結鉄道の

新設 8) 
・田町駅付近から貨物線を経由して羽田空港に直結す

るアクセス鉄道の新設 8) 
・空港ターミナル駅の引き上げ線延伸 8) 

東京と名古屋の一体化，三大都市圏の一体化による 
・新たな人の流れ，物流，経済活動，新たなライフス

タイルの創出 
・国土骨格の多重性強化 
・品川周辺の新たな街づくり 

・リニア中央新幹線の新設 9) 

・新幹線の高速化による速達性向上 
・貨物輸送の安定化，輸送力増強 
・物流コスト低減，観光誘発 
・北海道のポテンシャル有効活用 

・第 2青函トンネルの新設 10) 
（一部道路併用） 

・新たな街づくり 
・新たな人の流れ，訪日外国人の呼び込み ・大阪夢洲地区への鉄道延伸 11) 

都市の一体化による 
・新たな人の流れ，物流，経済活動，新たなライフス

タイルの創出 

・都市間／二国間連絡トンネルの新設（一部道路併

用）12), 13) 
（デンマーク～ドイツ；フィンランド・ヘルシンキ～

エストニア・タリン） 
備考）網掛けは，新たな付加価値と該当プロジェクト 
 
 

表—5 比較的規模の大きな道路による付加価値文献7）を加筆修正 

期待される主な効果（付加価値） 該当事例 
・交通量調整可，冗長性確保 
・渋滞緩和，利便性向上 

・放射状道路と環状道路による交通ネットワークの構

築 14) 
・臨海部と都心を結ぶ交通・物流ネットワークの強化 
・交通分散，円滑な物流確保 
・自転車・歩行者空間の創出 
・新たな街づくり 

・東京都市計画道路幹線街路環状第 2 号線・環状第 4
号線の整備・延伸 15), 16) 

・東京港臨港道路南北線の整備 17) 

・人・物の対流促進 
・地域の利便性向上 
・街の活性化，衰退防止 

・国土形成計画に基づく交通インフラ整備 18) 
・宇都宮市のLRT整備，東京都のBRT活用，大阪での

なにわ筋線整備 19) 
・車線増による渋滞緩和 
・移動の定時性向上 
・交通流データ取得の機会増加 

・東名高速大和トンネル付近の渋滞解消対策 20) 
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する環境やエネルギーに配慮したシステムの整備（表—9，

10）は，それぞれ防災，環境，エネルギー分野の付加価

値を強く意識している．今後，この分野のインフラスト

ラクチャ―整備の取り組みが本格化する可能性が高い． 
さらに次世代交通システム（表—11）は，主に新たな

技術開発を伴う交通手段またはインフラストラクチャー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整備事業であり，近未来の移動手段，物流を劇的に変革

し，経済・社会・環境にパラダイムシフトをもたらす．

同表には示していないが，リニア中央新幹線も同様に 

分類できる．いずれも新たな付加価値を創造する 戦略

的プロジェクトであり，わが国でも産官学が連携し次世

代交通システムに関する開発と実証の強化が望まれる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

表—6 道路の地下化による付加価値文献7）を加筆修正 

期待される主な効果（付加価値） 該当事例 
老朽化施設の更新による 
・安全性向上，高速走行実現，渋滞緩和 
・景観・水辺空間の回復，地域の再開発 
・耐震性向上 

・首都高速道路の大規模更新・修繕 21) 
・首都高速日本橋周辺の地下化 22) 
・高架道路の地下化（アメリカ・シアトル）23) 

道路分断地区の一体化による 
・地域のにぎわい創出，回遊性向上 
・上部空間の緑化 

・道路上部の人工地盤化 24) 

・渋滞緩和，速達性・定時性向上 
・地上空間の親水緑地化 
・災害時の避難空間確保 

・河川区域を利用した道路の地下化 25) 

・渋滞緩和，歩行空間の確保 
・都市景観の改善，観光誘発 
・輸送力増強 

・交通施設の地下化による都市整備（スペイン・ビ
ルバオ）26) 

・渋滞緩和 ・地下式の環状交差点 27) 
（オーストリア／ノルウェー／スイス） 

備考）網掛けは，新たな付加価値と該当プロジェクト 
 

表—7 交通結節点の複合施設化による付加価値文献7）を加筆修正 

期待される主な効果（付加価値） 該当事例 
・新たな人の流れ，物流，経済活動の創出 
・渋滞緩和，防災機能向上 

・道路整備事業周辺地区における民間開発（東京・
虎ノ門地区）28) 

・新たな街，人の流れの創出 
・交通結節点機能の強化 ・グローバルゲートウェイ品川の構築 29) 

バスターミナルを集約したことによる 
・交通結節点機能の強化，利便性向上 
・地上交通量の削減 

・大規模地下バスターミナルの整備（東京・八重洲
地区）30) 

・地下バスターミナル整備 31) 
（フィンランド・ヘルシンキ） 

・重層構造による効率化 
・地上空間の有効利用 ・車両基地の地下化 32)（シンガポール） 

・対象施設の利便性，利用価値向上 ・高速道路の無人スマートインターチェンジと直結
する施設の構築 33) 

備考）網掛けは，新たな付加価値と該当プロジェクト 
 

表—8 多目的利用を目指した地下空間による付加価値文献7）を加筆修正 

期待される主な効果（付加価値） 該当事例 
・交通サービス，物流を地下化することによる渋滞
緩和，定時性の向上 

・避難施設，エネルギー貯蔵・供給および廃棄物処
分を地下化することによる地上空間の有効活用 

・公共主導の地下空間利用計画 13) 
（フィンランド・ヘルシンキ） 

・放棄された地下施設の有効活用 
・ユニークな地下空間の創出 

・地下鉄の廃駅を地下公園として利用（アメリカ・
ニューヨーク）34) 

多様な施設と接続することによる 
・利便性の向上，民間開発の誘発 

・地下通路ネットワーク構築（カナダ・トロント）
35) 

備考）網掛けは，新たな付加価値と該当プロジェクト 
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表—9 防災機能が付加されたトンネルによる新
．
たな
．．

付加価値文献7）を加筆修正 

期待される主な効果 
（新しい

．．．
付加価値） 該当事例 

トンネルの重層化による 
・渋滞緩和，洪水時の放水機能 

・洪水対策兼用道路トンネルの創設 36)（マレーシ
ア・クアラルンプール） 

 

表—10 CO2の排出量削減（環境），エネルギー利用に関連した施設による新
．
たな
．．

付加価値文献7）を加筆修正 

期待される主な効果 
（新しい付加価値） 該当事例 

・消化ガスのエネルギー利用促進 
・化石燃料の消費抑制，環境負荷低減 ・下水汚泥消化ガスの天然ガス自動車への供給 37) 

・エネルギー利用の高効率化 
・CO2排出量削減，省エネルギー効果 
・非常時の安定電源・熱源確保 

・鉄道網を利用した熱・電気エネルギーの融通 38) 

・地中熱利用の促進 
・CO2排出量削減，省エネルギー効果 

・地中熱ヒートポンプシステムのトンネル下床面へ
の設置 39) 

・地下水の熱源としての利用促進 
・CO2排出量削減，省エネルギー効果 ・地下鉄駅周辺施設における湧出水の利用 40) 

・トンネル湧水の有効活用 
・CO2排出量削減，省エネルギー効果 ・鉄道トンネルの湧水による小水力発電 41) 

・自然エネルギーの有効活用 
・CO2排出量削減，省エネルギー効果 

・道路トンネルの湧水による小水力発電 42) 
・道路の掘割部における太陽光発電 42) 

 

表—11 次世代交通システムによる新
．
たな
．．

付加価値文献7）を加筆修正 

期待される主な効果 
（新しい付加価値） 該当事例 

・時速 1,200kmという超高速走行 
・永久磁石利用による省電力走行 

・次世代交通システム「ハイパーループ」の構築 43)

（アメリカ他） 
・地上交通量削減による渋滞解消 
・速達性向上，移動時間の定時性向上 
・省力化，CO2排出量削減 

・電気自動車の無人走行による次世代高速地下交通
システムの構築 44)（アメリカ・シカゴ） 

・地上交通量削減による渋滞解消 
・物流の定時性向上 
・省力化，CO2排出量削減 

・全自動物流トンネルの構築 45) 
（スイス） 

・交通の利便性・快適性・円滑性向上 
・安全性向上，輸送効率向上 
・環境負荷軽減 

・高度道路交通システム（ITS）の導入 46) 

・道路の多目的利用 
・走行中の電気自動車への自動充電 

・道路を利用した太陽光発電 47) 
（アメリカ／オランダ／ドイツ／スウェーデン） 

走行中の電気自動車への充電による 
・充電時間の不要化 
・航続距離の長大化 
・車体の軽量化・低コスト化 

・電気自動車をワイヤレスで充電する道路の構築 48) 
（日本／韓国／イギリス他） 

・交通不自由者や交通不便地域に対する新たな移動
手段の提供 

・次世代交通システム「ワンマイルモビリティ」の
導入 49) 

・個人に対する新たな移動手段の実現 
・短距離移動の利便性向上 

・小型電動コンセプトカー「パーソナルモビリテ
ィ」の導入 50) 

・クラウド通信を利用した次世代モビリティ技術の
社会実装 

・新たなサービスの実現 

・統合マルチモーダルエコシステムの導入 51) 
（オーストラリア・メルボルン） 
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4. まとめ 

 
著者らは，40 事例を超える国内外の交通インフラ 

ストラクチャー整備の象徴的な事例を調査し，これらの

事例がもたらす付加価値を整理した．その結果，新しい，

または特に注目される付加価値として，景観，観光誘発，

防災，環境，エネルギーを示した．さらに，次世代交通

システムに関連する事例を整理し，これらは，近未来の

移動手段，物流を劇的に変革し，経済・社会・環境に 

パラダイムシフトをもたらす可能性を示唆した．わが国

ではリニア中央新幹線も潜在的にその可能性を秘めてい

る．次世代交通システムの開発と整備は，新たな付加 

価値を創造する戦略的プロジェクトである．わが国でも

産官学が連携して，次世代交通システムに関する取り組

みをこれまで以上に強化することが望まれる． 
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RESEARCH ON TRANSPORTATION INFRASTRUCTURAL DEVELOPMENTS 
THAT CREATE NEW ADDED VALUE 

 
Takemine YAMADA, Masahiro SOYA, Satoru AMANO and Masanori IMAZU 

 
The authors studied more than 40 cases of domestic and foreign transportation infrastructure develop-

ment and summarized the trends, and the remarkable effects those infrastructures create. As a result of this 
research, landscape, tourism (induction), disaster prevention, environment and energy that lead to the cre-
ation of comfortable urban life were recognized as the recent and noteworthy added values of infrastructure 
development. In addition, the authors confirmed that development of the next generation transportation 
systems such as the maglev train "Linear Chuo Shinkansen" currently being developed in Japan, as well as 
the Intelligent Transport Systems and MaaS and others, suggests the possibility to bring a paradigm shift 
to the economy, society and environment, as well as the lifestyle of citizens. 
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